
大多喜町立大多喜中学校

平成２８年度「学力・学習状況」検証事業研究状況報告書(概要）

研究主題 「学力を向上させるための指導方法の工夫・改善」
～基礎・基本の確実な習得と，思考力の育成をとおして～

１ 授業改善に向けた取組

（１）英語科の取組

①基礎・基本の習得と思考力を高める「場と方法」の設定と工夫

（ア）基礎基本の習得を図る工夫（書くための基本となる語彙の指導）

授業の始まりの 5分間を new wordsの時間とし、各プログラムの新出単語をリストにした Important
Wordsのワークシート（資料１）を使用した。

②思考力を高めるための工夫（ドリルシートの工夫と活用）

「基本文チェック」ワークシート（資料２）をまとめの時間の後に実施し，新出文法を用いて

（１）英文和訳→（２）単語並べ替え→（３）英作文 へと問題を解いていった。

（２）数学科の取組

①支援･援助型の教育活動

・単元や授業内容に応じて，Ｔ・Ｔ，少人数指導，習熟度別少人数指導の授業形態を工夫

少人数指導 基礎コースの授業の様子 少人数指導 発展コースの授業の様子

２ 学力向上に向けた取組

・朝読書の時間（８：０５～８：１５）を毎日実施

・家庭学習のてびきの活用

・国語，数学，英語の小テストを２週間毎に実施

・夏季休業中の学習会を各学年とも実施

・委員会活動を中心に家庭学習チェック，定期テスト予想問題の作成，学習アンケートを実施

・「ちばのやる気」学習ガイドのデータベスの問題を授業中の練習問題や家庭学習のプリントとして活用

・学力ジャンプアップ月間（２月）の実施


